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東海市立渡内小学校「市内企業団体による地域貢献事業」 

～コミュニケーション能力の育成～ 

 

３年続いたコロナ禍での制限ある生活が終わり、さまざまな活動が始まっています。

制限ある生活の中では、子どもたちのコミュニケーション能力を十分伸ばす機会を作

ることが難しい状況でした。そこで、昨年度に引き続き、地元企業が中心となって活

動している団体と連携した「環境整備活動を通したコミュニケーション能力の育成」

を目指した体験活動を実施します。 

■日時  
令和５年（２０２３年）９月 ８日（金） 午後１時１５分～３時３０分 

※予備日 ９月１４日（木） 午後１時１５分～３時３０分   

■場所  
東海市立渡内小学校（荒尾町義呂１番地１）  

視聴覚室（はしおき作成）昇降口付近及び運動場（塗装体験） 

■参加者  
【渡内小学校】教員５名、６年生８４名 

【企業】ヤマダインフラテクノス株式会社、株式会社アック、大日本塗料株式会社、

瀧冨工業株式会社、株式会社レント 

■内 容  
名和町に本社を置く「ヤマダインフラテクノス株式会社」の呼びかけにより、イン

フラ保全の重要性等を発信する企業団体「ウシワカ製作委員会 会長 山田翔平さん」

の地域貢献事業の一環として、体験学習の支援活動を行います。活動内容は、箸置き

の制作と遊具や手洗い場等のペンキ塗りです。児童が自ら身近な構造物に手を入れる

ことで、インフラ保全や環境美化の大切さ等を学びます。 

塗装職人の中には、外国人技能実習生や市内に居住する方々がおり、コミュニケー

ションをとりながら活動に取り組みます。小学校生活の約半分がコロナ禍による活動

制限が強いられた６年生には、活動を通して人との接し方や職業に対する考え方の醸

成などを体感してほしいと考えています。併せて、本校の重点項目のひとつである「環

境が人をつくる」の考えのもと、児童と職員がともに環境美化に努める場を設定する

ことで、愛校心を育むとともに、心の教育を推進する機会として考えています。 

■前回の様子 

   

■注意事項 

・写真掲載に配慮が必要な児童がいますので、使用する写真の事前確認をお願いし

ます。（問い合わせ先：渡内小学校 教頭 都築） 
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